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文学研究に応用するために、進化ゲーム理論のマトリックスを概観する。 

進化ゲームの４戦略 
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異性に対する欲求

                                   資源に対する欲求 

①タカ派戦略 

傷つくか相手が逃げ出すまで戦いを挑み続ける。 

②ハト派戦略 

まず誇示する。相手が戦いを挑めばただちに逃げ出す。 

③ブルジョワ戦略 

資源に対して関心を示さないが、その資源を得ようとする人間から利益を入手し、所有を増やす。そ

して自らの所有を得ようとする人間を資源とする。 

④聖者戦略 

資源に対しても所有に対しても関心を示さない代償として、それ以外の（地位、名誉等を手に入れる

戦略） 

進化ゲーム理論における主な戦略を上げる。タカ派戦略、ハト派戦略、ブルジョワ戦略、聖者戦略だ。

 

タカ派戦略は獲物がいたら、相手はともあれ、戦いを挑んで勝利するという目的だ。右派だ。ハト派

戦略は集団に同調して、その中で自らの目標に対する多数の同意を得ようとする戦略だ。ブルジョワ

戦略は、自らの資産を増やし、禁欲によって資産を更に増やす（つまりは禁欲の代償として、自らの

消費を最小限に留め、その資産を賃貸などにまわして資産の増幅を図る）。そして自らの所有を得よ

うとする人間を資源とする。 

聖者戦略は異性に対する戦略を諦める代償として、それを狙う同性が取らざるを得ない戦略を回避し、

利益を手にする。かなり高度で、ある意味危険な戦略だ（というのも一度異性への欲求に刈られたら

まっささかさまだ）。まあ、これらの戦略の複合戦略で人生は成り立っているようだ。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ブルジョワ戦略　　　　　　　　　　タカ派戦略

聖者戦略　　　　　　　　　　　　ハト派戦略　



人間はタカ派になる時分が存在する。それは、自分の求める異性を射止める時点だ。その時点ではタ

カ派になる。それを認知させるためにハト派に転ずる。子供を育てる自分などはそこに重点を置きつ

つ、聖者戦略をとる。子供に資産をかける必要がなくなり、年を取ると、もう容姿では異性に全く相

手にされなくなるので、ブルジョワ戦略をとる。 

まあ、こんな感じだ。 
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